
声明 

 

国連総会で「核兵器禁止条約」制定のための会議を開催する決議

が採択されたことを歓迎し、すべての国連加盟国が核兵器廃絶のた

めに真摯に努力することを求める 

 

（１）国連総会は、１０月の第一委員会に続いて、１２月２３日の全体会合で、 

２０１７年に「核兵器禁止条約」制定のための会議を招集することを１１３か

国の賛成で採択した。 

われわれは、今回の決議が、核兵器廃絶の課題が新しい段階に到達したこと

を意味するものとして大いに歓迎するとともに、すべての国連加盟国が、もっ

とも非人道的な大量破壊兵器である核兵器を廃絶するために真摯に努力するよ

う求める。 

（２）今回の決議に対し、被爆国である日本政府は、第一委員会で反対したこ

とについて、国内外から批判と失望の声がよせられたにもかかわらず、またし

ても反対票を投じた。その理由として、核保有国と非核保有国との対立を深め

るなどとしているが、多くの亡くなった被爆者、その後も苦難の生活を強いら

れた被爆者に思いを寄せるなら、核兵器廃絶の立場に立ち、核保有国にそのこ

とを求めることが被爆国政府のとるべき立場である。われわれは、今回の日本

政府の投票行動に厳しく抗議するとともに、会議では、被爆国政府として、核

兵器廃絶のため積極的な役割を果たすことを求める。 

（３）また、核保有国は、今回の決議に反対または棄権もしくは欠席という態

度であったが、反対の投票をした国々が核軍事同盟であるＮＡＴＯ諸国とアメ

リカの同盟国など３５か国にすぎなかったことを考えると、核兵器にしがみつ

く勢力はまさに「孤立」しつつあると言わざるをえない。 

核保有国は、「安全保障」の立場などという身勝手な理屈を持ちだすことをや

め、その非人道性・残虐性から、世界の圧倒的世論となっている「核兵器廃絶」

のために、自国の核兵器を放棄することを決断するとともに、来年開催予定の

この会議に参加し、その成功のために誠実に努力することを求める。 

（４）われわれは、会議に向けて核兵器廃絶を求める市民世論を結集するため、

「ヒバクシャ国際署名」を広げるため全力を尽くすものである。 

２０１６年１２月２５日             原水爆禁止広島県協議会 


